
諏訪森ノ駅の駅舎の保存活用を通じて 

浜寺諏訪森のまちの将来について共に考えましょう 

浜寺諏訪森を考える会 メンバー募集 

浜寺諏訪森を考える会の拠点の

名称は「まちのえき」に決まり

ました。いろいろな会合にお気

軽に利用ください｡ 

ご入会の申込先 

 ■ 長谷川 (事務局・長谷川不動産) 

    携帯:   090-3654-1686 

    FAX:    072-263-3996  

    メール: fwik1430@nifty.com    

 

■ 芦田 (八百屋のあいちゃん) 

   携帯:      090-3612-5220 

 

  お問い合わせ:  info@hamadera.jp 

   浜寺諏訪森を考える会  会報  第４号               2011年4月24日 

コミュニティー 

  大辞林を見ると、コミュニティーとは｢人々

が共同体意識を持って共同生活を営む一定の地

域、およびその人々の集団。地域社会。共同

体。血縁・地縁など自然的結合により共同生活

を営む社会集団。｣と書いてあります。 

  地域に住む人たちは、自然に集まって住むよ

うになり、共同生活を営み、その中からルール

や役割分担が出来て、いまのような社会になっ

てきました。しかし、長い歴史の中で、その地

域の共同意識が薄くなり、市町村などの政治的

な区画の中で、それぞれがばらばらの暮らしを

する傾向が強くなっています。 

  3月11日に東日本を襲った大地震と津波は、

そのような形式的な社会構造を、ずたずたにし

てしまいました。避難所に難を逃れた人たちは

明かりも、暖房も、食料も、なにも無い状態に

なって、一人では生きて行けない状態になって

しまいました。 

  テレビで見る光景は、命からがら逃げてき

て、先々の心配もさることながら、いまをどう

生きるのかという瀬戸際に追いやられた人々で

した。しかし、1週間が過ぎると、その中か

ら、少しずつ各人の役割が出来てきて、お互い

に助け合いながら生きて行く姿が見られるよう

になってきました。コミュニティーが復活し始

めたようでした。 

  500キロメートル以上離れたところにいる私

たちは、直接にはなにもできませんが、せめて

義援金を送ろうとか救援物資を提供しようとし

ています。現地では医師団などの救援活動が行

われて、ボランティアの救援も広がっていま

す。政府や自治体の動きも地震直後の緊急体制

から、長期的な復旧計画に移って来ました。 

しかし、福島第１原発のトラブルは深刻さを深

め、未だに光明が見てきません。津波に流され

たがれきの山だけでも大変なのに、放射能とい

う見えない恐怖が覆い被さっているのです。避

難所の光景は高齢者の割合が多い被災地の現状

を映し出し、ただ助けを待つという姿のようで

す。しかし、その中でも少しずつまちの再建に

立ち上がる姿も出て来ました。 

過去を振り切って、地域コミュニティーの動き

が結集されるときに、未来を見据えた新しい生

活基盤が建設されるのでしょう｡ 

住民パワーでがんばれ東日本!! 
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南海本線連続立体交差事業の現状 

事業の進行状況と今後の予定 

  連続立体交差事業に先行する形で、駅前道路

の拡幅と駅前交通広場の整備が行われます。駅

前道路は道幅18メートルに拡げられ、北側はイ

オン・タウンと三井住友銀行のところになりま

す。南側は昨年末に完成した北野医院のところ

になります｡ここは車道幅が9メートルで両側に

4.5メートル幅の歩道ができます。 

  これらの工事は平成24年度中に完成する予定

です｡その後駅前広場のところに仮駅舎が建設

されます｡ 

  仮駅舎が完成すると、駅の機能は仮駅舎がは

たすようになりますので、旧駅舎では建物の調

査などが行われます。その後、旧駅舎は必要な

修繕工事などを施して駅前広場の一角に曳家工

法で仮移動します。この旧駅舎は、平成27年度

から試験活用が出来るようになります。 

  すでに進行している仮線用地の取得は、現

在、諏訪森から浜寺までの全工事区間の西側で

64パーセント、東側で40パーセントほどが完了

しています。いまの見通しでは工事着手に必要

な用地の取得が完了するのは平成25年度末頃だ

そうです。さしあたり必要な用地の取得が終わ

ると、旧駅舎の移動に合わせて仮線工事が始ま

ります。仮線工事の期間は平成25年度から27年

度までの3年間です。その時期になると上り線

の電車は仮線を走るようになり、下り線の電車

は現在の上り線の所を走るようになります。 

ここまで来ると、本格的な高架工事が開始され

ます。まず、下り線の高架工事が始まり、それ

が完成すると、その高架路線に下り電車がうつ

されます。最後に上り線の高架工事が行われ、

仮線に移されていた上り線が高架路線に上げら

れると全工事が完了します。 

 

 

仮線、仮駅舎、旧駅舎最終移転先の 新駅舎と駅前広場の完成予想図 
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平成23年度 浜寺諏訪森を考える会 総会と全体会議   

平成23年4月17日 19時から21時まで  三光会館にて開催  出席者数21名 

◇ 会長挨拶 長谷川琢也 

  まず、東日本大震災で亡くなられた方々や被災者

の皆さんにお悔やみとお見舞いを申し上げます。本

日当会の三回目の総会を迎えました｡南海本線の連

立事業は予定より三年遅れていますが、その間、駅

舎の保存に始まった当会は、考える会ということ

で、駅舎関係だけではなく、さまざまな行事を行っ

ております。今後は、考える会であるとともに、楽

しむ会としても頑張りたいと思います。 

 

◇ 平成22年度活動報告 書記 岸村伸一 

1. 地域イベントへの参加 

 4月25日 浜寺っ子まつり 展示参加 

 7月25日 フェスタ諏訪森 展示参加 

2. 企画事業 

 10月24日 バーベキュー懇親会実施 

  11月23日 南海本線高架下見学会 

 12月17,18日 クリスマス・イベント 

3. 勉強会 

  11月28日 朝日新聞論説委員 大峯伸之氏講演会  

 3月6日   近畿大学 久 隆浩教授の講演会 

4. 拠点の事業 

 5月30日に清掃を実施、7月に電気工事など完了 

 読書会 12月から、毎月第4日曜日に開催 

    囲碁勉強会 1月から毎月第3土曜日開催 

    はまでら4つの「や」図書館 (協賛事業)  

  毎週木曜日に開催 

5. 部会活動 

 ステンドグラス部会  

  5月21日に体験教室開催 

  12月に地域のステンドグラスを調査 

  堺市にポスターを提出 

 ホームページ部会 

  5月21日より公開 ( http://hamadera.jp/) 

 駅前広場部会 

   駅前広場の活用・デザインの提案準備 

 新駅デザイン部会 

   望ましい新駅の姿を提案する準備 

 

◇ 平成23年度活動計画 

1. 地域イベントへの参加 

 前年度に引き続いて地域イベントに参加する｡ 

 さらに、西区ふれあいまつりにも参加の予定 

2. 企画事業 

 まちづくり懇親会、見学会、勉強会、クリスマ

スイベントなどを企画する。 

3. 各部会の活動予定 

 前年度の活動を継続実施する｡ 
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  昨年夏に阪堺線沿いにあった空き店舗を浜

寺諏訪森を考える会の拠点として整備しまし

た。 

  直ぐにはまでら4つの「や」図書館が毎週木

曜日に子供達のためのユニークな図書館を開

催され、賑わっています。 

  その後、久家義之さんの御世話で読書会が

発足し、10人を超える参加者が毎月読書を通

じて交流をされています。また永井昭義さん

が囲碁勉強会で初心者に入門手ほどきをされ

ています。 

   4月の総会でこの拠点の名前を「まちのえ

き」と呼ぶことが決まりました｡今後、いろい

ろな集会を催せたらいいと思います。こんな

ことをやってみたらというご提案をお待ちし

ています。 

前年度は二つの勉強会を開催しました。 

  第１回目の勉強会は朝日新聞社論説委員の大峯伸

之さんから「市民自治と地域づくり」という題目で

これからの地域のまちづくりはどうしたらいいのか

という点について、各地の事例を交えてのお話を伺

いました。 

  「地方分権ということで、政府から地方自治体に

お金を振り向けようという動きがあるが、地方自治

体になにもかも任せてしまうという考えは行き詰ま

る。事例に上げられた大阪の池田市や千葉の市川市

では、自治体の予算の一部を市民の手で運用するよ

うな仕組みが芽生えている。自分たちのまちは自分

たちでつくるという考えで、出来ることから積極的

に参画することが必要だ。まちづくりには「若者、

馬鹿者、変わり者」が欠かせないといわれているけ

れども、その地域の特長を生かし、若い力を引きつ

けて参画してもらえるようにすることが大切だ。諏

訪森には駅舎とすてきなステンドグラスが有るのだ

から、この駅舎を活かしてまちづくりを推進された

らよい。」 

第２回目は近畿大学の久隆浩先生からまちづくりの

実践についてのお話を伺いました｡先生は今回の駅

舎保存活用の懇話会の議長を務められた方です。 

「まちづくりというのは、まちの暮らしをよくする

手立てのことだ。どのような暮らしをしたいのか、

そのためには、どんな「もの」や「こと」が有れば

いいのかということを明らかにして、それには何を

すればよいのかということを明らかにする｡ 

そのためには、お互いが語り合い、話しを聞いて、

その結果について、出来ることを、できる人が、出

来るときにやればよい。 

地域の活動では、自治体のようなものは会長がいて

役員がいてというようなピラミッド型の階層組織が

向いている。一方、この会のような組織では、お互

いが共感し、目的を共有して自律的に活動するよう

な、ネットワーク組織がよい。やりたい人がやりた

いことやりたいようにやればいいので、やろうとす

る人がいなければ、なにもできないし、出来なくて

も仕方がない。」 

勉強会から 

編集   事務局 広報担当 足田八洲雄  池田有紀 
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